
大村市政だよ

1 盟理鞭韓塑襲

池田射撃場で大付部隊が行なっ

ている 8月中の実弾射撃をつぎ

のとおり変更します。

17日-22日、 24日-29日
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日 O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

k 

予
防
は
蚊
の
撲
滅
と
休
養

日
中
は
三
十
度
を
こ
え
る
暑
さ
が
続
き
、
毎
日
の
よ
う
に

日
本
脳
炎
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
は
七
月
ご
ろ
か
ら
患
者
が
で

は
じ
め
、
九
月
も

中
句
を
す
ぎ
秋
風
が
吹
く
よ
う
に
友
る
と
発
病
者
も
す
く
な

く
な
る
と
い
う
極
端
医
夏
場
だ
け
の
病
気
で
す
。

本

脳
リι
が£

そ
の
症
状
は
三
十
九
度
か

ら
四
十
度
に
も
の
ぼ
る
高
熱

が
出
て
頭
痛
が
し
ま
す
。
ひ

ど
い
と
き
は
三
日
目
ぐ
ら
い

で
け
い
れ
ん
が
起
っ
た
b
し

ま
す
。
ま
た
日
本
脳
炎
に
か

い後 頭も死 亡 か
わ遺が手'亡する
れ症 お 足 を る と
まに か が ま ほ 三
す なし動 ぬ ど 割
。ゃくかか 死程
まななれ亡 、度
きるくた率む
れな在とが人
るど b し高が
との、てく死

日
本
脳
炎
に
か
か
る
と

家庭で黙とうを職場、

八月十五日終戦の日の正午に

今次の大戦によって犠性となられた国

民の数は軍人軍属はもとよ b一般市民を

ふくめ約三百万入の多きにたよんでいま

す。わが国が戦後、大きく経済的に発展

をした蔭には大戦による多くの犠性者が

あったことを忘れてはなりません。

国ではこれらの犠性者に追悼の意を表

平向への，思いを新たにするため八月

十五日の柊戦の日 に東京靖国神社で「全

国戦没者追悼式」を行ないます。

当日は全国民がそれぞれの職場や家庭

で、正午に黙とうを捧ゆ、弔旗を揚けて

平和の礎となった戦受者を心から追悼い

たしましょう。

し

O 

体
力
の
弱
っ
た
人
か
ら

日
本
脳
炎
の
ビ
ー
ル
ス
は
一

人
間
ば
か
り
で
な
く
牛
、
馬
一

豚
な
ど
に
も
多
く
広
が
っ
て
一

お
b
、
蚊
が
こ
の
ビ
ー
ル
ス

を
運
ん
で
人
聞
に
う
つ
し
ま

す
。
そ
し
て
小
児
マ
ヒ
と
同

じ
よ
う
に
病
毒
(
ピ

1
ル
ス
〉

は
多
く
の
人
間
や
動
物
に
広

が
っ
て
ゐ
り
な
が
ら
症
状
を

表
き
な
い
不
顕
性
感
染
の
形

を
と
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で

抵
抗
力
の
弱
っ
た
人
か
ら
発

病
す
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
発
病
す
る
の

発
病
す
る

の結果

7 月 1 日~31日までの

「子供を交通事故から

守る運動月間J

無
縁
墓
地
の
改
葬

つ
ぎ
の
墓
地
が
改
葬
さ
れ

ま
す
の
で
縁
故
者
は
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

は
比
較
的
抵
抗
力
の
弱
い
老

人
、
子
供
に
多
〈
、
ま
た
体

の
弱
っ
て
い
る
人
に
発
病
し

や
す
い
の
で
す
。

予
防
対
策

マ
日
本
脳
炎
は
蚊
が
媒
介
し
ま

す
。
蚊
の
発
生
を
防
止
し
、

駆
除
を
撤
底
的
に
行
な
う
こ

と。

マ
夏
は
体
力
が
衰
え
が
ち
で
す

か
ら
、
遊
び
す
ぎ
や
過
労
を

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
カ
月
に
わ
た
b
県

下
全
域
に
「
子
供
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
運
動
」
が
あ

b

ま
し
た
が
、
あ
ま

b
よ
い
成

果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

県
内
で
八
十
二
件
の
「
子

供
の
事
故
」
が
発
生
し
、
死

者
一
名
、
傷
者
八
十
九
名
の

犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

，.-

。Z

マ
墓
地
の
所
在
地
徳
島
恥
一

名
西
郡
石
井
藍
畑
字
高
畑
一

マ
屈
出
先

徳
島
県
名
西
郡
一

石
井
町

役

場

一

マ
届
出
期
限

八
月
二
十
日
一

さ
け
、
睡
眠
、
栄
養
を
十
分

に
と
る
こ
と
。

マ
炎
天
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
は
極
度
に
体
力
を
消
耗
し

抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。

マ
日
中
外
出
の
と
き
は
必
十
帽

子
を
か
ぶ
る
よ
う
に
し
ま
し

ト
ι
λ
ノ
。

マ
子
供
さ
ん
の
遊
び
す
ぎ
は
大

人
が
注
意
し
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

大
村
市
内
で
も
四
件
が
発
生

し、

傷
者
六
名
が
出
ま
し
た

そ
の
原
因
は
①
飛
び
出
し

②
幼
児
の
一
人
歩
き
、
③
自

動
車
に
同
乗
中
、
④
自
転
車

に
乗

っ
て
い
て
の
順
で
し
た

治
母
さ
ん
方
月
聞
は
お

わ
り
ま
し
た
が
毎
H
を
「
安

全
日
」
と
考
へ
て
、
か
わ
い

い
子
供
さ
ん
を
交
通
事
故
か

ら
守
っ
て
あ
け
丈
く
だ
さ
い
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p該当児 昭和35tf 8月1日から昭和初年 1月

31日まで生れたもの。[>料金 無料です

在るべく母親が同行し、かまら歩母子手

'1援をご持参「 さい。

訂
正

八
月
上
句
号
で
新
潟
地
震
義

援
金
を
竹
松
二
千
五
百
十
五

円
、
竹
松
住
宅
千
八
百
七
十

円
と
治
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

竹
松
住
宅
二
千
五
百
十
五
円

竹
松
千
八
百
七
十
円

の
あ
や

ま
り
で
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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開
聞
闘
回

o
s
-
-
r
a
s
e
開
概
観
固

o
s
-
-
r
a
s
e

三
才
児
の
総
合
的
な

健
康
診
断
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身
体
の
発
育
や
精
神
発
達

の
面
か
ら
も
っ
と
も
重
要
で

あ
る
時
期
は
三
才
児
の
こ
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
保
健
所
で
は
、
こ
れ

ら
=
一
才
児
に
対
し
、
発
育
不

良
、
諸
習
癖
の
相
談
指
導
、

肢
体
不
自
由
、
精
神
薄
弱
、

視
力
、
聴
力
障
害
、
そ
の
他

疾
患
の
早
期
発
見
等
総
合
的

な
健
康
相
談
を
つ
ぎ

の
と
お

b
行
な
い
ま
す

の
で
該
当
す

毛メ金年

圃免除の申請

る
幼
児
を
最
も
ち
の
方
は
一

人
も
れ
な
く
相
談
し
て
健
康

-
泣
い
い
子
供
を
育
て
て
く
だ

さ
い
。

実施日時及び場所

実施日 場 所 時 間

B月21日 鈴田出張所 9 ， 30~1 Z， O 。

〆ノ 三浦幼稚園 1. 30~ 3，30 
B月24; j 大村保健所 9，30-3，00 
日月25 ~ 1 回大付出:長所 H 

B月26日 諏訪公民館 9，30、1Z， 00 
パγ 萱瀬出張所 1， 30~3 ， 30 

B月z7臼 竹松本町公民館 9，30-3，00 

B月28d 福重出張所 9，30、1Z， 0 0 
〆ノ 松原公民館 1. 30~ 3.30 

生
業
資
金
を
貸
付

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
を

担
保
に

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
困
庫
債
券
の
担

保
貸
付
を
次
の
と
沿
り
(付
な

い
ま
す
。

貸
付
対
象
は
国
庫
債
券
受

領
者
で
生
業
資
金
を
必
要
と

少
年
少
女
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

市
の
事
業
課
で
は
才
二
回

の
少
年
少
女
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大

会
を
八
月
二
H
行
友
う
予
定

で
し
た
が
荒
天
の
た
め
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

八
月
十
八
日
の
午
前
九
時
か

ら
行
な
い
ま
す。

す
る
も
の
で
生
活
困
窮
者
で

す
が
高
令
者
を
優
先
し
て
取

扱
い
ま
す
。
な
治
、
貸
付
限

度
は
最
高
拾
万
円
と
し
、
利

率
は
年
六
分
、
貸
付
期
間
は

五
牛
と
な
っ
て
い
ま
す。

申
込
み
は
才
一
一
同

は
八
月

十
七
け
ま
で
に
市
の
保
険
年

金
課
へ

。

昭
和
三
十
九
年
度
の
個

人
事
業
税
(
県
税
)

第
一
期
分
の
納
期
限
は

八
月
三
十
一
日
で
す

納
税
者
の
み
な
さ
ん
は
す

で
に
納
税
準
備
預
釜
な
ど
で

期
限
内
に
納
め
る
よ
う
準
備

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

十
八
銀
行
、
親
和
銀
行
、
郵

便
局
ま
た
は
納
税
貯
畜
組
合

こ
の
レ
l

ス
に
参
加
で
き
る

の
は
満
五
才
か
ら
小
学
校
六

年
ま
で
の
子
供
で
二
人
一
組

(
一
人
は
小
学
校
四
年
以
上
〉

で
出
場
し
ま
す
。

在
者
、
保
護
者
が
必
十
つ
い

て
〈
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

で
納
入
で
き
ま
す
の
で
必
守

期
限
問
に
納
入
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ

い。

ま
た
で
き
る
だ
け
税
金
を
納

め
や
す
い
も
の

に
す
る
た
め

納
税
相
談
所
と
し
て

の
移
劃

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

の

移
動
窓
口
の
日
程

八
月
二
十
四
日

松
原
出
張
所

八
月
二
十
五
日

竹
松
出
張
所

国民年金を有利に うけるに はかならすさ保

険料を納めていることが才一条件です。

しかし、長い加入期間中 には災害や長期の

病気、最もわぬ事故左とで保険料を納める

ことが困なんにえにるとさがあります。この

ようなときはかなら歩保険料免除の手続 を

とって治くことが大切です。この千涜を取

らす専に保険料を納めないでいると将来、 受

けられる は守の国民年金がうけられなく な

ってしまいます。保険料を納めることがむ

づかしいときは園民年金手帳と印鑑をもっ

て出張所で手続をしてください。

ー福祉年金の請求

公的年金(公務扶助料や遺族給与金など)

を芝けている人で福祉年金の請求をしてい

ない人はありませんか。遺族援護法による

障害年金、遺族年金 ・遺族給与金 ・公務扶

助同左ど戦争公務による公的年金は八万円

以下、普通思給、退職年金などは二万四千円

以下であれば老令 (70才以上〉 障害(障害

程度一級以上)、母 子 (義務教育終了前の

子をもっ母子家庭)福祉年金がうけられま

す。このような方でまだ福祉年金の請求を

していない方はいそいで子続を してく ださ

い。 また遺族給与金はうけているがEうな

っているだろうかなど、はっき bしない万

はすく・市の保険年金課か出張所 で遠慮えに く

ご相談ください。

八
月
二
十
六
日

西
大
村
出
張
所

時
間
は
い
や

J

れ
も
九
時
よ

D

十
七
時
ま
で

こ
の
日

に
相
談
で
き
な
か
っ

た
人
は
諌
早
の
県
税
事
務
所

へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

--4. 


